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英語  同志社大学 全学部日程［理系］（２／４実施）       １／２ 

＜全体分析＞ 試験時間          100分 

解答形式 

 客観式問題 下線部和訳 和文英訳 

 

分量・難易（前年比較） 

分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 

難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

 

出題の特徴や昨年との変更点 

 読解総合問題重視の出題。読解総合に加え，長めの会話問題と英作文が出題されている。 

 

その他トピックス 

 大問Ⅱはイギリス式の綴り・表記をアメリカ式に変更している。 

＜大問分析＞ 

番号 区分 出題分野・テーマ コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 難易度 

〔Ⅰ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔Ⅱ〕 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

〔Ⅲ〕 

読解総合 

(1043語) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読解総合 

(903語) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

英作文 

記事：「人間と道具

の一体化」 “How 

Did Humans 

Evolve to Use 

Everyday Tools?” 

by Chip Colwell / 

Smithonian 

Magazine 

February 26, 

2024 

 

 

記事：「騒音公害の

原因と解決策」 

“Ssh! Engineers 

shush the world” 

by Mikkel 

Meister / Science 

Illustrated 

February 15, 

2024  

 

 

 

SNSで個人情報

を公開することの

是非 

 

単語数が 2024 年度の 789 語から 1043 語に増加してい

る。A  空所補充(前置詞・接続詞) B 下線が引かれた

語句の意味・内容に近いものを選ぶ問題。辞書的な意味

より文脈を考慮して正解を選ばなければならない。 C 

下線が引かれたフレーズの意味・内容に近いものを選ぶ

問題。直訳するのではなく，一つ一つの単語の意味をよ

く考えて選択する必要がある。 D  空所に語を入れて

文を完成させる問題。不要語が3つある。be limited to A

やbutの並列関係，tool humans create and master部分

の関係代名詞の省略などに注意。 E  内容一致(８つの

選択肢から3つ正しいものを選ぶ) 。 

 

A  空所補充(前置詞・接続詞) B 下線が引かれた語句

の意味・内容に近いものを選ぶ問題。辞書的な意味より

文脈を考慮して正解を選ばなければならない。 C 下線

が引かれたフレーズの意味・内容に近いものを選ぶ問題。

直訳するのではなく，一つ一つの単語の意味をよく考え

て選択する必要がある。 D  空所に語を入れて文を完

成させる問題。不要語が2つある。whatの名詞節やvary 

from A to Aといった表現に注意する。 E  内容一致(８

つの選択肢から 3 つ正しいものを選ぶ) F 下線部和訳

（指示代名詞 itの内容を明示する）。この itは前文のThe 

most common passive silencerを指している。 

 

8箇所の空所に入る最も適切な発話を10個の選択肢から

それぞれ一つずつ選ぶ。英訳問題は対話文中にある表現

があれば活用するとよい。「気が引ける」をどう書くかが

ポイントだが，訳すべき日本語はさほど長くなく，全体

としては平易なため本文で使われている表現を参考にし

つつミスなく解答を作成したい。 

標準 
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標準 
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 ２／２ 

注：区分は「英文解釈」「読解総合」「英作文」「文法・語法」「聞き取り」「その他」難易度は５段階「易・やや易・標

準・やや難・難」で，当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断しています。 

 

＜学習対策＞ 

単語レベルは相対的に高い。長文問題には，ここ数年のネット検索可能な新聞や雑誌の質の高い記事が使用される。

最初は読むのに時間がかかることに悩むかもしれないが，最終的には100分の時間内に解き終える力は必ずつくの

で，それを信じて辛抱強く読み続けること。語い力の養成も必須である。また，同志社大学では独立した文法問題

は出題されないが，大問Ⅰ，Ⅱを通して文法知識を試す問題が出題される。文法学習は決して軽視せず地道にやっ

ておきたい。文法語法の勉強が足りていないと感じる場合は，現役生なら文法講座を受講するとよい。本文の内容

を理解するうえで文法知識は欠かせない。語い，文法，論理の力が総合的に試されるので，一言一句をゆるがせに

せず，丁寧に文章を読む習慣を身につけてほしい。 

 


